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平成３１年度に向けて

多くの皆様のご支援・ご協力のおかけで、
初年度のＳＳＨ事業を無事終えることができ
ました。ありがとうございました。
平成３１年度は、１・２年生が主対象とな

ります。数理探究科、普通科の２年生は、週
２時間の課題探究を柱としたＳＳＨ活動に取
り組んでいきます。家政科の２年生は、科学
リテラシーを高め、３年次の課題研究を充実
させるために外部連携セミナーと個人リサー
チを行います。今年度の成果と課題、運営指
導委員の皆様からのご指導･ご助言等をいか
しながら、生徒の潜在能力を開花させる研究
開発にしていきたいと思いますので、今後と
もご支援・ご協力よろしくお願いします。

○発表のようす

発表は９５の班がAとＢの２グループに別れ、それ
ぞれ2回ずつ発表しました。硬さが見られた班も回数
を重ねるにつれ自信を持った発表ができるようになり
ました。運営指導委員の先生からは、高校生らしい身
近なテーマを取り上げているところを高く評価してい
ただきました。助言にあったように、サンプル数の記
載やデータ処理、実験結果からの考察をしっかり行う
ことで今後、探究の質を高めていきたいと思います。

【日程】

13:20～13:30 開会行事

13:35～13:55 グループＡ ﾎﾟｽﾀｰ発表（１回目）

14:00～14:20 グループＢ ﾎﾟｽﾀｰ発表（１回目）

14:25～14:45 グループＡ ﾎﾟｽﾀｰ発表（２回目）

14:50～15:10 グループＢ ﾎﾟｽﾀｰ発表（２回目）

15:15～15:35 自己評価・振り返り

15:35～15:50 講評（古賀浩光様・飯間雅文様）

15:50～15:55 閉会行事

◆ミニ課題探究発表会（１年全学科）

3月14日（木）、１年生のミニ課題探究発表会
を開催しました。これは、2学期からおよそ半年
かけて取り組んできた課題探究の成果をポスター
にまとめ、発表するというものです。探究テーマ
は生徒が自分達で考えました。班は似たテーマの
生徒を集めて編制しましたが、違ったクラスの生
徒同士が一緒になるように心掛けました。そのた
め、一度も話したことがない人と班を組むという
人も少なからずいましたが、多様な他者と協働し
て問題解決にあたることもねらいの１つ。正解が
決まっていない問題に、試行錯誤しながら取り組
む生徒の姿には、確かな成長の跡を感じました。

ポスター発表のようす

ミニ課題探究活動のようす

写真 左：ミニ課題探究発表会場のようす
右：土から創った絵の具による作品

生徒が製作したポスター


